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変わりゆく「ふるさと」を
　普段見られない一面を探検！
変わりゆく「ふるさと」を
　普段見られない一面を探検！

和木トンネル和木トンネル

　夏休み期間中、和木小学校 PTA（中礒利博
会長）の主催で「和木小学校なつやすみ探検隊」
が開催されました。
　これは、子どもの居場所づくりの一環とし
て企画されたもので、「ふるさと」の変わりゆ
く姿や、普段見られない一面を探検すること
で、夏休みの思い出づくりを演出しました。
　第 1 回目は、おやじの会と合同企画で 7 月
に貫通した和木トンネルの工事現場を見学。
変わり行く和木町の姿を目の当たりにしました。
　第 2 回目は、新日本石油精製㈱麻里布製油
所の工場を見学し、環境や防災への取組み、
資源の大切さを学びました。



子
ど
も
１
１
０
番
の
家

　

こ
の
夏
休
み
期
間
中
、
和
木
町
を
含
め
岩
国
市
や
大
竹
市
な
ど
近
隣

地
域
で
は
、
多
く
の
不
審
者
が
出
没
し
ま
し
た
。
本
町
で
は
幸
い
に
も
大

き
な
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

は
安
全
に
夏
休
み
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
見
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
狙
わ
れ
る
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
不
審
者
を
寄
せ
付
け
な
い
、
安
全
な
環

境
が
保
て
る
よ
う
、
地
域
と
家
庭
が
力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
安
全
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

和
木
町
で
は
、
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
︵
重
本
正
明
会
長
︶
の
方
々
を

は
じ
め
、
多
く
の
地
域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
同
行
さ
れ
る
方
、
通
学
時
間
に
合

わ
せ
て
見
送
り
を
さ
れ
る
方
、
ま
ち
か
ど
に
出
て
い
る
方
な
ど
、
様
々
な

方
法
で
見
守
り
活
動
に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
警
察
、
学
校
、
保
護
者
、
行
政
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
連
携
し
、
安
心
し
て
学
校
に
通
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

家庭から実践しよう！防犯対策

　通学路の安全点検。子どもと一緒に通学

路を点検しましょう

　「子ども１１０番の家」の確認！子どもに

しっかり教えましょう

　防犯ブザー等の防犯グッズを携帯させま

しょう

家庭で子どもに教えてください！

　　　　　　　　　　　防犯意識
○ひとりで遊ばない

○外に行く時は、必ず行き先を伝える

○何かあったら、大声で助けをよぶ

○知らない人についていかない

○今日あったことを家族の人にお話する

　

子
ど
も
た
ち
が
「
危
険
」
と
感

じ
た
と
き
や
「
不
安
」
と
思
っ
た

時
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
の
取
り

組
み
に
も
多
く
の
個
人
の
方
、
事
業

所
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
本
年
度
、
子
ど
も
た
ち
に

も
親
し
み
や
す
い
和
木
町
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
及
び
は
ち
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
た
〝
の
ぼ
り
〞
と
〝
吊
り
旗
〞

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
の
ぼ
り
や
吊
り
旗
が
、
玄

関
先
な
ど
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
親
子
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
不
審
者
情
報
の
ご
連
絡
先
は
…
〉

和
木
駐
在
所 

（
☎
52

－

3
5
4
9
）

和
木
小
学
校 

（
☎
53

－

2
6
5
5
）

和
木
中
学
校 

（
☎
52

－

4
3
2
8
）

和
木
町
教
育
委
員
会

 

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

地
域
と
家
庭
の
力
が
子
ど
も
の
安
全
を
守
り
ま
す
！

地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
！
防
犯
対
策

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
！
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7
月
30
日
、
役
場
中
庭
で
「
第
22
回
山

口
県
反
核
平
和
リ
レ
ー
」（
平
和
友
好
祭

県
実
行
委
員
会
主
催
）
の
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

山
本
悦
史
さ
ん
（
町
職
員
）
が
森
山
実
行

委
員
長
か
ら
平
和
記
念
公
園
の
「
平
和
の

灯
」
を
ト
ー
チ
に
受
け
ス
タ
ー
ト
。

　

こ
の
後
、
5
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
り
次

の
中
継
地
で
あ
る
岩
国
ま
で
「
平
和
の

灯
」
が
受
け
継
が
れ
、
県
内
全
22
市
町
約

９
０
０
㎞
を
、
企
業
や
自
治
体
職
員
な
ど

１
，
１
７
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
の

山
口
県
庁
ま
で
平
和
の
願
い
を
込
め
て
走

り
継
ぎ
ま
し
た
。

町民の皆さまのご来場をお待ちしております（一部日程変更しました。）
　開かれた町政を実現するとともに、多くの町民の皆さまから、さまざまな意見をお聞きし、町政に反映させ
ていくため、２年に１度、町長が町内各所におじゃまして開催する出前公聴会を、次の日程で開催します。
　普段思っておられることが気軽に話し合える、明るく楽しい会にしたいと考えています。町民の皆さまのご
来場をお待ちしております。

※いずれの会場も、午後７時からの開会予定です。
※対象自治会の日時でご都合の悪い場合は、別の会への参加をお願いいたします。
※背戸場、下組の期日を 10 月 16 日㈫から 10 月 11 日㈭に変更しました。

出 前 公 聴 会 の お 知らせ

期　　日 開催場所 対象自治会
 ９月２６日㈬ 関ケ浜２丁目集会所 緑ヶ丘、緑ヶ丘２
 ９月２７日㈭ 関ケ浜分館 関ケ浜１・２
 ９月２８日㈮ 大谷集会所 大谷
１０月 ２日㈫ 瀬田分館 瀬田１・2
１０月 ５日㈮ つつじヶ丘集会所 つつじヶ丘
１０月１０日㈬ 和木１丁目集会所 上組、前組
１０月１１日㈭ 和木２丁目第１集会所 背戸場、下組
１０月１２日㈮ 和木２丁目第２集会所 中組、中開
１０月１３日㈯ 蜂ヶ峯集会所 蜂ヶ峯
１０月１７日㈬ 和木２丁目第３集会所 山の手、三井化学・寮
１０月１８日㈭ 和木３丁目集会所 曙、加賀開、新日本石油精製寮
１０月１９日㈮ 和木４丁目第 2集会所 上灰場、中灰場、新地（4丁目）
１０月２２日㈪ 和木５丁目集会所 沖灰場、新地（5丁目）

　

夏
の
恒
例
行
事
で
あ
る「
盆
踊
り
大
会
」

が
、
今
年
は
地
区
と
し
て
は
唯
一
関
ヶ
浜

地
区
で
開
催
さ
れ
、
和
木
地
区
や
瀬
田
地

区
か
ら
も
来
場
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
盆
踊
り
大
会
に
は
、
古
木
町
長
も

駆
け
つ
け
、
岩
国
音
頭
や
蜂
ヶ
峯
音
頭
、

和
木
音
頭
な
ど
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も

ま
で
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
は
、
今
年
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
山
﨑
博
司
会

長
）
が
中
心
と
な
り
、
奉
仕
活
動
の一
環
と

し
て
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
、
入
苑
者
や

そ
の
家
族
の
方
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

「平和の灯」を受け取る山本さん（左）

ま
ち
の
話
題

盆踊り大会のようす（関ヶ浜地区）

「
平
和
の
灯
」和
木
町
か
ら
出
発
！

ま
ち
の
話
題

関
ヶ
浜
地
区
、あ
い
あ
い
苑
で
盆
踊
り

�



Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ・ス
ポ
ー
ツ

八
次
悠
介
君 

�

全
国
大
会
に
出
場
！

　

7
月
29
日
か
ら
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全

国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
に
和
木
小

学
校
5
年
の
八
次
悠
介
君（
瀬
田
4
丁
目
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

八
次
君
は
岩
国
市
の
I
D
B
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
今

回
の
大
会
で
は
、
6
年
生
の
中
で
自
信
を

も
っ
て
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
、
ま
た
積
極

的
に
シ
ュ
ー
ト
が
打
て
る
よ
う
心
が
け
た

そ
う
で
す
。

　

大
会
に
は
、
全
国
の
強
豪
30
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
ベ
ス
ト
16
と
い
う
見
事
な
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。
1
回
戦
は
静
岡
県
代

表
に
20
対
6
で
快
勝
。
2
回
戦
で
は
、
関

東
地
区
で
1
・
2
を
争
う
茨
城
県
代
表
に

延
長
戦
の
末
、
25
対
28
で
惜
し
く
も
敗
退

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
延
長
戦
で
悔
し
い
結
果
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年
も
全
国
大
会
に

出
場
し
、
今
年
以
上
の
成
績
が
残
せ
る
よ

う
、こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

和
木
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
団
員

全
国
大
会
に
出
場
！

　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
か
ら
4
人
の
団
員
が
岩
国
地
区
選
抜

チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、
8
月
4
日
～
7
日
の

間
、
下
関
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
小
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、

見
事
な
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
強
豪
チ
ー
ム
の

中
、
選
抜
チ
ー
ム
は
ベ
ス
ト
16
と
い
う
す

ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
和
木
ス
ポ
少
の
4
人
は
、
暑

い
中
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
活
躍
し
、
今

後
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
も
っ
と
上
手
に

な
り
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈
選
抜
選
手
〉

　
　

元
長　

慶
く
ん

　
　

谷
口　

蓮
く
ん

　
　

藤
本
直
大
く
ん

　
　

橋
本
恵
次
く
ん

〈
結　

果
〉

1
回
戦　

岐
阜
県
代
表
に
7

－

3
で
勝
利

2
回
戦　

大
分
県
代
表
に
7

－

0
で
勝
利

3
回
戦　

岡
山
県
代
表
に
0

－

12
で
敗
退

宮
島
も
み
じ
カ
ッ
プ
大
会

期　

日
▼
７
月
15
日

場　

所
▼
宮
島
中
学
校
体
育
館
他

結　

果
▼
C
組
優
勝

�

和
木
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

西
深
津
ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ

期　

日
▼
７
月
21
・
22
日

場　

所
▼
尾
道
び
ん
ご
運
動
公
園
体
育
館

結　

果
▼
Ｃ
級
優
勝

�

和
木
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
１
１
４
回
岩
国
市
家
庭
婦
人

�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
７
月
15
日

場　

所
▼
岩
国
市
総
合
体
育
館

結　

果
▼
優
勝

　
　
　
　

ウ
イ
ン
グ
ス
和
木
ク
ラ
ブ

第
１０
回
Ｊ
Ａ
山
口
東
女
性
部

�
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
７
月
22
日

場　

所
▼
岩
国
西
中
学
校

成　

績
▼
優
勝

　
　
　
　

ウ
イ
ン
グ
ス
和
木
ク
ラ
ブ

剣
道
練
成
稽
古
会
「
修
行
・
夏
の
陣
」

　

７
月
28
日
小
学
校
体
育
館
で
剣
道
練
成

稽
古
会
「
修
行
・
夏
の
陣
」
が
体
育
協
会

剣
道
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
海
雲
山
弥
勒
寺
で
座
禅
を
組
ん
で

精
神
の
鍛
錬
を
し
た
あ
と
、
小
学
校
体
育

館
に
場
所
を
か
え
、
大
人
、
子
供
の
区
別

な
く
稽
古
に
励
み
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
和
木
町
秋
季

�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日　

時
▼
10
月
20
日
㈯　

8
時
30
分
～
13

時※
雨
天
の
場
合
は
10
月
27
日
㈯
に
延
期
の

予
定

会　

場
▼
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
（
体
育
セ
ン
タ
ー
前
）

主　

催
▼
和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ク
ラ
ス
分
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
1
ペ
ア
ー　

¥
1
，
0
0
0
円

（
当
日
徴
収
）

試
合
方
法
▼
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競

技
規
則

申
込
み
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
用
紙

が
あ
り
ま
す
。

締
切
り
▼
10
月
12
日
㈮

問
合
せ
▼
杉
本
勝
行（
☎
31

－

4
6
2
5
）

平
日
は
午
後
7
時
以
降
在
宅

プ
ー
ル
一
般
開
放
が
終
わ
り
ま
し
た

　

皆
様
の
ご
協
力
で
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
8
月
30
日
か
ら
は
、
危
険

防
止
の
た
め
河
川
プ
ー
ル
の
利
用
は
禁
止
し

ま
す
。
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八次悠介くん

優勝おめでとう！

�



民
生
・
児
童
委
員
と
町
子
連
の

�

合
同
奉
仕
作
業

　

8
月
1
日　

民
生
児
童
委
員
（
吉
国
芳

夫
会
長
）
の
皆
さ
ん
と
町
子
連
（
吉
田
浅

美
会
長
）
の
児
童
・
保
護
者
の
約
50
名
が

朝
の
涼
し
い
時
間
帯
に
、
1
時
間
程
度
か

け
て
わ
き
あ
い
あ
い
苑
周
辺
の
清
掃
・
除

草
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
を
し
な
が
ら
、
民
生
児
童
委
員
の

方
々
か
ら
除
草
の
要
領
を
優
し
く
手
ほ
ど

き
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の

学
校
で
の
様
子
や
夏
休
み
の
宿
題
の
進
み

具
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
苑
の
村
中
施
設
長
か
ら

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た

場
所
を
見
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
も
気
持
ち
よ
さ

そ
う
で
し
た
。

今
後
も
様
々
な
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
活
動
の

活
性
化
と
地
域
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
海
峡
メ
ッ
セ
～

　

8
月
18
日
、
下
関
海
峡
メ
ッ
セ
に
て
人

権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
県
内
各
地
か

ら
約
1
，
5
0
0
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

和
木
町
か
ら
は
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
関

係
者
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
で
は

地
元
中
学
生
の
吹
奏
楽
演
奏
や
伝
統
芸
能
の
披

露
の
後
、
主
催
者
と
し
て
二
井
関
成
知
事
が
「
県

民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
「
人
権
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
契
機
と
し
て
人
権
尊
重
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
人
権
啓
発
に
係
る
児
童
生
徒
作

品
（
ポ
ス
タ
ー
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
会
場
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
人
権

啓
発
パ
ネ
ル
展
や
ビ
デ
オ
上
映
、
し
お
り
づ
く

り
な
ど
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
県
内

各
地
の
物
産
展
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
球
環
境
を
学
び
な
が
ら

�

電
動
ミ
ニ
カ
ー
を
製
作

　

夏
休
み
に
入
っ
て
ま
も
な
く
町
内
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

中
国
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
の
方
か
ら
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
C
O
2
の
削
減
に
役
立

つ
取
り
組
み
や
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
を
見
て
ク
イ
ズ
に
答
え
た

り
、
手
動
発
電
機
や
風
力
発
電
機
の
簡
易

装
置
を
使
っ
た
学
習
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽

し
み
に
し
て
い
た
電
動
ミ
ニ
カ
ー
キ
ッ
ト

を
保
護
者
と
一
緒
に
製
作
し
、
タ
イ
ム

レ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
の
作
っ
た

電
動
ミ
ニ
カ
ー
の
走
り
に
満
足
し
た
様
子

で
タ
イ
ム
記
録
証
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

約
3
時
間
の
講
座
も
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

切
さ
や
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
心
が
け

た
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算354号

わき あい愛

交流を深めながらの除草作業

地球温暖化を学習！

�



〈CD〉
☆ORANGE／ORANGE�RANGE
☆RANGE／ORANGE�RANGE
☆きらきら／cocco
☆4th　愛のなんちゃら指数／Berryz工房
☆Thinking　Out　Loud／BONNIE　PINK
☆グレイテスト・ヒッツ／スキマスイッチ

〈一般書〉
『夜明けの縁をさ迷う人々』　小川洋子著
『沈底魚』　曽根圭介著
『挑戦　巨大外資　上・下』　高杉良著
『いつか陽のあたる場所で』　乃南アサ著
『湿地帯』　宮尾登美子著
『REVERSE　リバース』　石田衣良著
『ビター・ブラッド』　雫井脩介著
『やってられない月曜日』　柴田よしき著
『花のパターンでパッチワーク・レッスン』
� 小関鈴子著

『これからの金融がわかる本』　柳川範之編著

〈児童書・絵本〉
『ぼく、カギをのんじゃった！』
� ジャック・ギャントス作　前沢明枝訳

『ぽっかりつきがでましたら』
� 内田麟太郎文　渡辺有一絵

『子どものためのパソコン・IT用語事典』
� 渋井哲也著　内田かずひろ絵

『ひかる先生のやさしい体育』
� 田中光著

『いいから　いいから2』
� 長谷川義史作・絵

『お金もうけは悪いこと?』
� A・クレメンツ著　山本直孝絵　田中奈津子訳

『だいすき、ママ！』　マーガレット・ワイルド作
�スティーブン・マイケル・キング絵　さんべりつこ訳

『サクランボたちの幸せの丘』
� アストリッド・リンドグレーン作　石井登志子訳

『虫のこどもたち』
� 新開孝写真・文

『もりのくうちゅうさんぽ　あまがえるりょこうしゃ』
� 松岡たつひで作・絵

図書
館行
事案内＆新着CD・図書利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ　５４－０２２２　　ＦＡＸ　５４－０２７８

9月の休館日　3日㈪・10日㈪・17日㈷･23日㈷･24日㈷
http://www.waki-toshokan.jp/

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ

日　時 ▼9月15日㈯
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
　　　　15時～15時30分
　　　　おはなし会
　　　　「ぴのきお」
対象者 ▼幼児・小学生
場　所 ▼図書館絵本のコーナー
問合せ ▼図書館（☎54－0222）

人形劇「すぎのこ」上演
日　時 ▼10月21日㈰
　　　　10時40分～11時30分

図書館の資料の検索・予約が
家庭のパソコンからできます。
アドレス:
http://www.waki-toshokan.jp/
�（予約にはパスワードが必要です。
図書館窓口にて申請してください。）
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WAKI コンサート’07 参加者募集

敬老会のお知らせ

日　時 ▼12月8日㈯　18時～

場　所 ▼文化会館

申込期間 ▼ .9月1日㈯～ 9月15日㈯

　　　　　持参、FAXまたは郵送で

応募資格 ▼小学生以上

※ 応募者多数の場合は、選考させていただくこ

とがあります。

募集組数 ▼15組程度

参加費 ▼無料

演奏時間 ▼7分以内

ジャンル ▼ .主に洋楽、器楽、声楽（主にアコー

スティックサウンド）

演奏形態 ▼ソロ、デュオ、アンサンブルなど

申込み・問合せ ▼

〒740-0061　和木町和木2丁目15-1

　　　文化協会事務局  （☎52-2191）

  （FAX52-5200）

　例年どおり本年も73歳以上の方をお招きして、
「敬老会」を実施いたします。
日　時 ▼9月15日㈯　9時30分～ 11時45分
� （受付は8時30分～）
場　所 ▼文化会館ホール
アトラクション ▼「噂の京太郎」
主　催 ▼ �和木町敬老会実行委員会（社会福祉協

議会、自治会連合会、民生委員児童委
員協議会、老人クラブ連合会）

※�なお、当日出席できない方は、代理の方が記念
品を取りに来られても結構です。案内状の入った
封筒をお持ちください。

※�毎年、参加者が減少し
ています。多くの方のご
出席をお待ちしています。

問合せ ▼保健福祉課
　　（☎52-2135内線210）
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認
知
症
予
防
は
毎
日
の
生
活
か
ら

　

9
月
は
認
知
症
予
防
月
間
で
す
。
認
知

症
を
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
か

ら
、
認
知
症
の
危
険
因
子
が
い
く
つ
か
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
予
防
法
「
認
知
症
予
防
の

十
か
条
」
も
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

元気アップ教室のお知らせ
～ウォーキング～

　身体に負担がないように姿勢を意識して、楽しく
ウォーキングするコツをつかみましょう。
日　時 ▼9月21日㈮　10時～ 11時30分
場　所 ▼保健相談センター
テーマ ▼『健康ウォーキング』
準　備 ▼タオル・バスタオル・お茶運動しやすい服装と靴
申込み・問合せ ▼9月19日㈬までに保健相談センターへ
� （☎52－7290）

【
認
知
症
予
防
の
10
カ
条
】

①�

塩
分
と
動
物
性
脂
肪
を
控
え
た
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を

②�

適
度
に
運
動
し
足
腰
を
丈
夫
に

③�

深
酒
と
タ
バ
コ
は
や
め
て
規
則
正
し

い
生
活
を

④�

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
発
見
・
治
療

を
⑤�

転
倒
に
気
を
つ
け
よ
う

⑥�

興
味
と
好
奇
心
を
も
つ
よ
う
に

⑦�

考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
習
慣
を

⑧�

細
か
い
気
配
り
を
し
た
よ
い
つ
き
あ

い
を

⑨�

い
つ
も
若
々
し
く
お
し
ゃ
れ
心
を
忘

れ
ず
に

⑩�

く
よ
く
よ
し
な
い
で
明
る
い
気
分
で

生
活
を

　

認
知
症
予
防
の
基
本
は
、
脳
の
血
管

を
守
る
こ
と
と
、
脳
の
老
化
を
防
ぐ
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
毎
日
の
生

活
を
ど
う
送
る
か
が
大
切
で
す
。

手
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　

人
の
手
は
複
雑
な
動
き
が
で
き
る
よ
う

に
、
脳
の
広
い
領
域
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

手
を
動
か
す
こ
と
は
、
脳
に
と
っ
て
大
き
な

刺
激
に
な
る
の
で
す
。
身
の
回
り
の
こ
と
で
、

手
を
使
う
場
面
は
多
く
あ
り
ま
す
。
庭
の

草
む
し
り
な
ど
も
、
手
に
よ
い
運
動
で
す
。

ま
た
、
文
章
や
俳
句
を
書
く
、
絵
画
を
描

く
な
ど
、
創
作
や
自
己
表
現
に
手
を
使
う

こ
と
は
よ
り
脳
に
と
っ
て
よ
い
刺
激
に
な
り

ま
す
。

毎
日
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
、
筋
肉
を
保
ち
、

心
臓
や
肺
を
よ
い
状
態
に
す
る
だ
け
で
な

く
、脳
の
老
化
を
抑
え
ま
す
。
こ
の
場
合
、

必
ず
し
も
運
動
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
食
事
を
つ
く
る
、
掃
除
を
す
る
、
庭

仕
事
を
す
る
、
買
い
物
を
す
る
な
ど
、
身

の
回
り
の
こ
と
を
お
っ
く
う
が
ら
ず
に
や

る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

体
重
は
適
切
で
す
か
？

　
「
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
の
穴
が
1
つ
増
え
る
と
、

寿
命
が
1
年
縮
ま
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

肥
満
に
な
る
と
、
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
増
え
る
、
血
圧
が
上
が
る
、
動
脈
硬

化
が
進
む
、
血
栓
が
で
き
や
す
く
な
る
、
糖

尿
病
な
ど
で
血
管
が
も
ろ
く
な
る
な
ど
で
、

脳
血
管
性
の
認
知
症
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ひ
ざ
に
負
担
が
か
か
っ
て
歩

き
に
く
く
な
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

た
ん
ぱ
く
質
は
上
手
に

�

と
り
ま
し
ょ
う

　

脂
肪
の
と
り
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

肉
の
脂
身
は
食
べ
な
い
、
煮
た
り
蒸
し
た
り

し
て
脂
を
取
り
除
く
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

豆
類
や
豆
腐
な
ど
の
植
物
性
食
品
は
積
極

的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
魚
は
カ
ル
シ
ウ
ム
も
豊

富
で
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
ん
で
い

ま
す
。
新
鮮
な
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

転
倒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

転
倒
は
骨
折
か
ら
寝
た
き
り
に
な
っ

て
、
認
知
症
の
引
き
金
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
頭
を
打
っ
た
場
合
は
認
知
症
の
直
接

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
慣
れ

て
い
る
家
の
中
が
意
外
に
危
険
で
す
。
床

や
階
段
に
物
を
置
い
て
い
な
い
か
、
電
気

コ
ー
ド
が
床
に
の
び
て
い
な
い
か
、
段
差

が
多
く
な
い
か
な
ど
日
ご
ろ
か
ら
点
検

し
、
対
策
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

い
き
い
き
と
生
き
る
た
め
の
工
夫
を

　

心
か
ら
楽
し
め
る
も
の
、
夢
中
で
取
り

組
め
る
も
の
は
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

趣
味
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
生
き

が
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
お

付
き
合
い
の
場
に
参
加
で
き
る
と
、
身
だ

し
な
み
に
も
気
を
配
り
心
に
適
度
な
緊
張

感
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
々
、

何
人
か
の
人
と
会
話
を
交
わ
す
こ
と
は
、

認
知
症
予
防
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

相
手
を
思
い
や
る
接
し
方
を
心
が
け
、
意

識
的
に
笑
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
と
う
つ
病
の
違
い

　

認
知
症
と
「
う
つ
病
」
は
間
違
え
や

す
い
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。「
口
数
が

減
っ
た
」「
言
葉
を
か
け
て
も
反
応
が
鈍

い
」
と
い
う
様
子
か
ら
認
知
症
と
間
違
え

や
す
い
の
で
す
が
、
う
つ
病
の
場
合
は
物

忘
れ
を
自
覚
し
て
お
り
進
行
し
な
い
、
感

情
の
起
伏
に
と
ぼ
し
い
、
不
眠
が
続
く
な

ど
、
認
知
症
と
は
ち
が
う
部
分
が
あ
る
の

で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
昼
間
に
30
分
程

度
の
睡
眠
を
と
る
、
夕
食
後
に
軽
い
体
操

を
し
て
、
快
眠
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
う
つ
病
が
疑
わ
し
い
場
合
は
、
心
療

内
科
や
精
神
科
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

�



鶏のもも肉..............480g
小麦粉..................... 適宜
玉ねぎ........................90ｇ
油..........................大さじ1
サニーレタス.............. 6枚

プレーンヨーグルト
.............................大さじ2
カレー粉................大さじ1
しょうゆ............. 大さじ1/2
トマトケチャップ.....大さじ3

食推さんのおすすめメニュー

朝ごはんって大切 !
～キッズきっちん～

a

日本脳炎予防接種のお知らせ

a

健 康 カ レ ン ダ ー（9月16日〜10月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所
  9月20日㈭ 2歳児歯科健診 平成17年6月～ 9月生まれ 12：45〜13：00

保 セ     　21日㈮ 元気アップ教室（ウォーク） 一般の方 10：00〜11：30

    　27日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：30
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30〜14：30

10月  1日㈪ 健康相談 一般の方 10：00〜10：30 関 ヶ 浜 分 館
    　  2日㈫ 健康相談（高脂血症） 健診を受けた方   9：00〜11：30 保 セ
    　  3日㈬ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00 体 育 セ ン タ ー
    　  4日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

保 セ    　11日㈭ 離乳食教室 乳児とそのご家族の方   9：30〜13：00
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

    　12日㈮ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00 体 育 セ ン タ ー
ポリオ 平成12年4月13日～平成19年7月12日生まれ 13：30〜14：20 保 セ

保セ・・・保健相談センター
※　9月20日㈭は2歳児歯科健診のため、プレイルームはお休みです。

●作り方

　簡単にでき、カレー風味がよくとても美味しいです。
� （食推6班　藤田　愛子）

①下準備
　鶏もも肉…�1人分2～3個になるように切る。
　　　　　小麦粉をつけ、はたいておく。
　玉 ね ぎ…みじん切りにする。
②カレーソースをつくる
　玉ねぎと　をあわせておく。
③フライパンで焼く
　�テフロン加工のフライパンを熱し、油をしいて①の鶏肉を
加えて蓋をし弱火で両面を焼く。肉に火が通ったら、余分
な油をキッチンペーパーでふきとり、②を加え、弱火のまま
炒める。

④盛り付ける
　皿にサニーレタスをしき、③を盛り付ける。

（材料6人分） 鶏肉のカレー焼き

　新学期が始まりました。寝坊せず、朝ごはんを
きちんと食べて学校に通えていますか?
　8月3日に開催した第 2回キッズきっちんでは
小学 3・4年生 14名が参加し、「朝ごはんって大
切 !」をテーマにクイズと調理実習を通して勉強し
ました。朝食を抜くと体を動かすエネルギーが足
りずに勉強や運動に力が入りません。バランスの
とれた食事を一口で30 回噛むことを目指し、新
学期もがんばっていきましょう!

☆よく噛むための工夫☆
　①ゆったりとした気持ちで食べる。
　②家族、友達と一緒に会話をしながら食べる。
　③�歯ごたえの良い食材（ごぼう、れんこん、ひ

じき、生野菜など…）を使う。

　現在、日本脳炎予防接種は、厚生労働省によ
り現行のワクチンの使用と重症のADEM（急性
散在性脳脊髄炎）との関連が疑われています。
　そのため、日本脳炎の流行地域へ渡航する方、
蚊に刺されやすい地域や環境にある方など、日本
脳炎に感染するおそれが高いなどの理由で、本人
や保護者が特に希望する場合以外には接種を勧
めていません。
　なお、接種を希望する場合には同意書が必要
です。医療機関へ行かれる前に保健相談センター
へご相談ください。
問合せ ▼保健相談センター（☎ 52－7290）

小麦粉

カレー粉 ヨーグルト

トマト
ケチャップ

しょうゆ

みじん切り









�



行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
9
月
20
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

�

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
～
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

各

種

相

談

「
面
接
相
談
」
の
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気

に
な
る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み

に
つ
い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
9
月
13
日
㈭
14
時
～
17
時

場　

所
▼
文
化
会
館

申
込
み
・
問
合
せ
▼
9
月
12
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
【
担
当
：
折
出
（
お
り
で
）】

�

（
☎
53

－
3
1
2
3
）

労
災
保
険
制
度
相
談

　

労
災
医
療
、
労
災
補
償
等
の
労
災
保
険

制
度
全
般
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

日　

時
▼
随
時

相
談
料
▼
無
料

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
▼

㈶
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

�

（
R
I
C
）
山
口
事
務
所

�

（

0
1
2
0

－

0
5
5

－

3
1
3
）

�

（
☎
0
8
3

－

9
3
2

－

1
1
2
2
）

相
談
用
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
▼

�
z35-yam

aguchi@
rousai-ric.or.jp

全
国
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

10
月
1
日
～
10
月
7
日
は
法
の
日
週
間

日　

時
▼
10
月
1
日
㈪
10
時
～
15
時

場　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

�

（
岩
国
市
錦
見
1
丁
目
16

－

35
）

相
談
内
容
▼

　

①
不
動
産
に
関
す
る
登
記

　

②
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記

　

③
訴
訟
手
続

　

④
多
重
債
務

　

⑤
成
年
後
見

相
談
手
順
▼
会
場
に
て
受
付
順
に
順
次
相

談
を
行
い
ま
す
。（
事
前
予
約
不
要
）

問
合
せ
▼
山
口
県
司
法
書
士
事
務
局

�

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

5
2
2
0
）

「
年
金
時
効
法
特
例
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の
増
額

分
は
、
5
年
間
の
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た

分
を
含
め
て
、
ご
本
人
、
ま
た
は
遺
族
の

方
へ
全
額
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
の

は
、
時
効
消
滅
に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
年
金
の
増
額
分
な
ど
が
あ

る
方
々
で
す
。

既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
方

①�

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
額
が
増

え
た
方

②�

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
の
受
給

資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た
に
お
支
払
い

す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

③�
①
や
②
に
該
当
す
る
方
が
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ご
遺
族
の
方

今
後
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方

④�

今
後
、年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結
果
、

①
～
③
と
同
様
に
年
金
額
が
増
え
る
方

必
要
な
手
続
き
は
?

年
金
の
受
給
開
始
後
、
す
で
に
年
金
記
録

が
訂
正
さ
れ
て
い
る
方

　

社
会
保
険
庁
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
必
要

な
事
項
を
印
刷
し
た
用
紙
を
9
月
よ
り
順

次
発
送
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
す
ぐ
に

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
具

体
的
な
手
続
き
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

今
後
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方

　

記
録
訂
正
の
手
続
き
以
外
に
特
別
な
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
的
に
5

年
を
経
過
し
た
分
の
年
金
額
も
お
支
払
い

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

�

（
☎
24

－

2
2
2
2
）

後
期
甲
種
（
乙
種
）

防
火
管
理
講
習
会

日　

時
▼

【
甲
種
】
10
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

　

9
時
30
分
～
16
時
30
分
（
受
付
9
時
）

【
乙
種
】
10
月
25
日
㈭

　

9
時
30
分
～
16
時
30
分
（
受
付
9
時
）

場　

所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
2
階
大
会

議
室

受
講
手
続
▼

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
消
防
本
部
予
防

課
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
申
込
時
に
テ

キ
ス
ト
代
3
，
5
0
0
円
を
申
し
受
け
ま

す
。

受
付
期
間
▼
10
月
1
日
㈪
～
10
月
15
日
㈪

※
平
日
の
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
に

限
る

※
甲
乙
合
計
で
96
名
で
次
第
締
め
切
り
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

�

（
☎
22

－

1
3
2
0
）

�



　この制度は、中小企業で働いている未組織の
勤労者の福祉の向上を目的とし、県下全域にわ
たって実施されている共済制度です。
　月々わずかな掛金で、死亡・障害・入院・住宅
災害等の不測の事態に対してセットで保障し、さ
らに結婚・出産・銀婚・小中学校入学祝金も給付
します。
　1か月の掛金は、1型450円・2型900円・3型
1,500円・4型2,000円・高齢者型450円となって
おります。さらに、1型から4型に加入された方、
配偶者及びお子さまはファミリー型（500円/月）
に加入できます。
　従業員の福利厚生面をより充実させるためにお
勧めします。
　なお、事業主が従業員のために共済掛金を負
担された場合は、税法上は損金又は必要経費と
して算入できます。
問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線311）

事務所で加入しませんか？
働く人の「ハートピア共済」

　会社の倒産や事業の不振などにより、離職を
余儀なくされた方の生活資金などを貸し付けてい
ます。
貸付対象者 ▼次の全てに該当する方
1　県内に1年以上居住する方
2　離職時の事業所に1年以上勤続していた方
3　離職を余儀なくされた勤労者
4　 借入申込時、現に離職しており、かつ、公共

職業安定所において求職活動を行っている方
　註確認書類として、雇用保険受給資格者証等
の証明書が必要です。
資金使途 ▼  大学教育資金、住宅資金償還金、冠

婚葬祭・療養資金、災害資金、一般
生活資金

貸付限度額 ▼70万円～ 150万円
償還期間 ▼3～ 6年
貸付利率 ▼年1.0%（別途保証料が必要）
保証人等 ▼  連帯保証人1名（申込人と別生計の

方）と㈳日本労働者信用基金協会の
債務保証を受けることが必要です。

申込先 ▼中国労働金庫
問合せ ▼山口県労働政策課労働福祉班
  （☎083－933-3210）
　　　　企画総務課（☎52－2135内線311）

～離職された方のために～
県・市町離職者緊急対策資金貸付制度

　この制度は、和木町内において良質な住宅の
建設の促進を図るため、町内に住宅を新築した方、
または町内に建設された新築住宅を購入した方
で、その資金を金融機関等から借り入れた方に
対して、利子の一部または全部について、町が補
助する制度です。
対象となる新築住宅の基準 ▼

　人の居住用床面積が60㎡以上あること。
補助額及び補助期間 ▼

　新築住宅の建設または購入に要した費用に対
する償還金のうち、利子に相当する額(年額上
限60,000円)を居住を開始した月から60ヶ月間、
補助します。
申請方法 ▼

　居住開始から2ヶ月以内に、必要書類を添えて
役場都市建設課に申請して下さい。
問い合わせ先 ▼都市建設課
　　　　　　　(☎52－2135内線412)

和木町住宅建設資金利子補給制度

国民健康保険限度額適用認定証について

　70歳未満の国保被保険者の方が入院される場

合は、限度額適用認定証の交付の申請をしてく

ださい。

　病気などで入院した場合、限度額適用認定証

と被保険者証を提示することで、1ヶ月の1つの

医療機関の窓口での支払いが自己負担限度額ま

でになります。ただし、差額ベッド代や食事代は

含まれません。

　なお、特別な事情がなく保険料の滞納がある

方には、交付できませんのでご注意ください。

手続きに必要なもの ▼国民健康保険被保険者証

　　　　　　　　　印鑑（認印で可）

問合せ ▼保健福祉課（☎52－2135内線207）

国 保 世 帯 の 皆 さ ん へ
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Q1　今の切手や葉書はそのまま使えますか?
A1　�民営化後も郵便料金のお支払いに使用することができます。また、葉書も

そのまま使えます。
Q2　民営化後に預ける貯金には支払保証はあるのですか?
A2　�現在の郵便貯金と異なり、政府保証はありません。他の金融機関と同様、

預金保険制度により、元本 1,000 万円までとその利息が保護されます。
Q3　�民営化後、現在加入している簡易保険の保険料払込みや保険金受取りの取扱いはどうなります

か?
A3　�保険料払込みや保険金受取りを引き続き郵便局でお取り扱いします。また、保険証書、保険料

領収帳、簡易保険カードも引き続きお使いいただけます。(特別な手続きは必要ありません。）
Q4　民営化後、現在加入している簡易保険の契約変更はできますか?
A4　�保障内容を大きくする契約変更 (保険金の増額、保険期間の延長等 )や特約の追加はできま

せん。

郵政民営化Ｑ＆Ａ

〒郵政事業が民営化されます !
　10月 1日、郵政事業は民営化します。
　民営化後も、郵便局でこれまでの郵便・貯金・保険と同様のサービスを引き続き提供いたします。さらに
新たなサービスの提供に取り組んでまいります。引き続き郵便局をご利用いただきますよう、お願いします。

　　　　　問合せ ▼和木郵便局（☎ 52－ 8883）

ペットを飼うときは、マナーを守り、責任を持って最後まで！！
○ 犬やねこなどのペットは大切な家族の一員です。 
○ 動物の習性を理解し、終生愛情を持って飼育するようにしましょう。
○ 犬の登録、狂犬病予防注射をしましょう。
○ ふんは必ずあと始末をしましょう。
○ 放し飼いはやめましょう。
○ 適正な方法でしつけをし、飼主の制止に従うように訓練しましょう。
○ 飼育の施設を常に清潔にして、悪臭などを発生させないようにしましょう。
○ どうしても飼い続けることができない場合は、新しい飼主を探しましょう。
○ 繁殖を望まない場合は、不妊手術などの繁殖制限を考えてください。
○ 動物の遺棄は、法律で禁止されています。（動物の愛護及び管理に関する法律：罰金５０万円）

飼犬・飼ねこの引取り有料化のお知らせ
　やむを得ない事情により飼えなくなった犬・ねこについては、日時等を指定して、市町又は健康福
祉センター (保健所 )が引き取りをしていますが、平成 19年 10月から、飼主の方からの犬・ねこの
引き取りは、手数料が必要となります。
　(引取り手数料額 )
　　生後 90日を超える犬・ねこ　　　1頭 (匹 ) につき　2,000 円
　　生後 90日以内の子犬・子ねこ　　1頭 (匹 ) につき　   400 円
　　問合せ ▼住民サービス課 (☎ 52－2135 内線 205)

9 月、10 月は「動物の飼い方マナーアップ強化期間」です!
　動物愛護の意識が高まりを見せていますが、犬をはじめとする動物についての苦情は依然として後を絶た
ず、飼主のマナーの向上が一段と求められています。このため、9月 1日から 10月 31日までを「動物の飼
い方マナーアップ強化期間」として、人と動物の調和の取れた社会をつくるため、啓発活動を行います。
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今月の納税
寄
付
・
寄
贈

︻
相　

談
︼

　

携
帯
電
話
で
着
メ
ロ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
何
ら
か
の
項
目
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
「
会

員
登
録
完
了
」
と
表
示
さ
れ
、
会

費
3
万
円
を
払
う
よ
う
請
求
さ
れ

た
。

︻
処　

理
︼

　

契
約
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る

状
況
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
、

こ
ち
ら
か
ら
相
手
に
連
絡
し
な
い

よ
う
助
言
し
た
。

︻
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
︼

　

携
帯
電
話
で
サ
イ
ト
を
利
用
し

て
い
て
、
何
ら
か
の
項
目
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
突
然
、
会
員
登
録

完
了
画
面
と
と
も
に
料
金
を
請
求

さ
れ
る
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
商
取
引
で
は
、
事
業
者
側

が
消
費
者
の
意
志
を
確
認
す
る
た

め
の
画
面
を
設
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
契
約
意
思
の
確
認

画
面
も
無
く
、
突
然
、
会
員
登
録

料
金
を
請
求
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
た
め
、
料
金
を
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
員
登

録
画
面
に
「
あ
な
た
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
は
○
○
で
す
。」
な
ど
と
あ

た
か
も
個
人
情
報
を
入
手
し
た
か

の
よ
う
な
表
示
が
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
か

ら
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
過
度
に
不
安
に

な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
わ

て
て
事
業
者
へ
連
絡
を
取
る
こ
と

は
、
新
た
な
個
人
情
報
を
知
ら
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
絶
対
に
避
け

て
く
だ
さ
い
。

消費者生活相談
だより Vol.35
 携帯電話の
 　無料サイトを
 　　利用したら…

和

木

短

歌

教

室

青
い
空
白
き
浮
雲
連
な
り
て

　

昨
日
の
台
風
う
そ
の
よ
う
な
り 

正
中
ツ
ヤ
子

人
の
世
の
夢
を
あ
つ
め
て
光
る
月

　

仰
げ
ば
心
も
澄
み
ゆ
く
ご
と
し 

森
本　

初
子

血
と
灰
に
汚
れ
し
ま
ま
の
白
衣
着
て

　

空
爆
跡
を
わ
れ
は
走
り
ぬ 

箭
野　

賀
代

幼
き
日
聞
き
た
る
格
言
年
長
け
て

　

真
意
解
け
く
も
そ
ぐ
わ
ぬ
現
世 

嘉
屋　

笑
子

夏
浅
き
夕
陽
揺
る
る
清
流
に

　

姑
と
向
ひ
て
辣
韮
洗
ゐ
し 

藤
上　

紀
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

︵
8
月
18
日
句
会
︶

石
見
路
や
稲
穂
く
は
へ
て
猿
よ
ぎ
る 

陣
馬　

孝
子

天
牛
を
籠
に
残
し
て
子
の
帰
る 

浜
田
千
代
美

ト
ン
ネ
ル
を
出
で
て
出
雲
路
そ
ば
の
花 

越
智　

幸
子

引
き
綱
や
泡
に
ま
み
れ
て
蟹
揚
が
る 

小
川　

誉
子

俄
か
雨
あ
が
り
て
ど
っ
と
蝉
時
雨 

山
重　

杵
子

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

藤
本　

裕
明
さ
ん�

(
和
木
地
区)

杉
本
百
合
子
さ
ん�

(
和
木
地
区)

松
並
真
喜
子
さ
ん�

(
和
木
地
区)

平
中　

英
夫
さ
ん�

(

瀬
田
地
区)

中
原　

陶
一
さ
ん�(

関
ヶ
浜
地
区)

●
見
舞
返
し

児
玉　

千
春
さ
ん�

(

和
木
地
区)

●
一
般
寄
付

中
国
新
聞　

岩
国
東
販
売
所
様

　

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅

の
入
居
申
込
み
を
停
止
し
て
お
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

国民健康保険料......................�期分

介護保険料..............................�期分

町営住宅使用料......................9月分

上下水道使用料金...............�・8月分

※納期内に納めましょう！

問合せ▶

　　.税務課（☎52－2135内線203）
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もっと減らせる生ごみ !　　　　　№ 1

ごみ減量に生ごみ処理機器の活用を
　生ごみは植物の栄養の宝庫です。調理くずや賞味期限切れの食品を生ごみとしないで、たい

肥として、家庭菜園や園芸などの材料として有効利用する生ごみリサイ

クルはごみの減量にもつながるたいへん有効な手段です。

　町では、生ごみの減量に向けて生ごみ処理機器の補助やあっせんを

してきました。減量化に向けて引き続きこれらの普及のため補助、あっ

せんに積極的に取り組んでいきます。

電気式生ごみ処理機
　微生物分解方式・温風乾燥方式などいくつかの種類があります。比較的手軽に減量でき、発生
した処理物は二次発酵させるとたい肥として園芸や家庭菜園に利用できます。
　台所やベランダ、軒下などに設置できるので、庭のない家庭でも利用できます。

【補助額】
　購入価格の 2分の 1以内で2.5 万円を限度とします。ただし、補助金額に100円未満の端
数が生じた場合は端数を切り捨てます。

【対象者】
　町内に住民票を有し、これまでに生ごみ処理機購入の補助を5年以内に受けていない世帯の
方。

【申し込み】
　購入しようとする機種の名称・金額・購入先を決定し、住民サービス課窓口へお越しください。

【お問合せ】
　住民サービス課　（☎ 52－2135 内線 205）

写真のものに限りません

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

　

山
口
県
で
は
、
こ
こ
ろ
の
諸
問
題

に
関
し
て
、
広
く
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
を
図
る
た
め
、「
や
ま
ぐ
ち
ハ

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
7
」

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼.

平
成
19
年
10
月
21
日
㈰

　
　
　
　

13
時
～
16
時�

場　

所
▼
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

内　

容
▼
障
害
者
の
方
の
体
験
、
活

動
発
表

講
演
・
講
師
立
命
館
大
学
教
授

�

団　

士
郎

演
題
「
い
ろ
い
ろ
な
家
族
の
物
語
～

問
題
と
問
題
解
決
～
」

パ
ネ
ル
等
展
示
と
物
販
等

交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

問
合
せ
▼

山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
精
神
保
健
班

�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

や
ま
ぐ
ち
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
７
の
開
催

和木町のごみ事情

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す
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わき Net No.6（H19.　8）わき Netわき Net環
境

地球温暖化対策編
 No.1<家庭でできる取り組み10項目>

　私たちの生活を見直し、二酸化炭素の排出を減らすためにはどうすればいいのでしょうか。まず、ここで

挙げた10の取り組みのうち、できるものから始めてみましょう。

① 冷房の温度を1℃高く、暖房の温度を1℃低く設定する
カーテンを利用して太陽光の入射を調整したり、クールビズやウォームビズを取り

入れることで、冷暖房機に頼らないで過ごせます。冷暖房を始める時期も少し待っ

てみましょう。

　◆ 年間約33kgのCO2の削減 ◆ 年間で約1,800円の節約

② 週2日往復8kmの車の運転をやめる
通勤や買い物の際にバスや鉄道、自転車を利用しましょう。歩いたり自転車を使う

方が健康にもいいですよ。

　◆ 年間約184kgのCO2の削減 ◆ 年間で約9,200円の節約

③ 1日5分のアイドリングストップを行なう
駐車や長時間停車する時は、車のエンジンを切りましょう。大気汚染物質の排出削

減にも寄与します。

　◆ 年間約39kgのCO2の削減 ◆ 年間で約1,900円の節約

④ 待機電力を50％削減する
主電源を切りましょう。長時間使わない時は、コンセントを抜きましょう。また、

家電製品の買い替えの際には待機電力の少ないモノを選ぶようにしましょう。

　◆ 年間約60kgのCO2の削減 ◆ 年間で約3,400円の節約

⑤ シャワーを1日1分家族全員が減らす
身体を洗っているあいだ、お湯を流しっぱなしにしないようにしましょう。

　◆ 年間約69kgのCO2の削減 ◆ 年間で約7,100円の節約

JCCCA全国地球温暖化防止活動推進センター（http://www.jccca.org/content/view/1053/678/）
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　和木町では、町民の皆さまへのサービス向上のた
め、国際規格であるISO9001認証を取得しました。
　行政サービスの更なる改善を図るため、町民の皆
さまを対象とするアンケート調査を実施いたしま
す。
　ご協力をお願いします。

〈アンケート実施の目的〉
○町民の皆さまの声をお聞きするため
○�町が行う行政サービスに対する、町民の皆さまの

満足度を把握するため
○�アンケート結果を今後の行政サービスに生かす

ため

〈実施期間〉
　9月3日から10月末日まで

〈アンケートの実施方法〉
　※来庁された皆さまへ
　�　次の町関連施設にお越しいただいた際に、アン

ケート調査へのご協力をお願いいたします。
　�　役場本庁、文化会館、総合コミュニティセンタ

ー、保健相談センター、体育センター
　※郵送でのアンケートのお願い
　�　町民の皆さまから、無作為で対象者を抽出させ

ていただき、アンケート用紙をお送りさせていた
だきます。9月14日㈮までの返送をお願いいたし
ます。
問合せ ▼企画総務課(☎52－2135内線306)

アンケート調査にご協力を！
『働く未来を考える』

　総務省統計局(山口県・和木町)では、10月1
日に就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、国民のふだんの就業・不就業の
状態を詳細に把握することにより、雇用政策を
始め経済政策などに必要な情報を提供します。
　調査の対象となった世帯には、9月下旬に統
計調査員が伺いますので、ご協力をお願いしま
す。

問合せ ▼企画総務課� (☎52－2135内線311)
　　　　山口県統計分析課
� (☎083－933－2650)

就業構造基本調査にご協力を！
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成19年8月1日現在

総人口　6,619人
 （＋4）
世帯数　2,703世帯
 （－1）
和木町の面積　10.56

（±0） （＋4）
 3,291人　男 女　3,328人
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